
氏名 様

□　薬物療法を継続して行います。

□　精神療法（カウンセリング）を開始します。

□　定期的な回診があります。

□　必要に応じて家族と面接をして、病状その他必要事項を説明します。

看護師

栄養士

□　栄養管理計画を立案します。

□　性別や年齢・病状など、精神科作業療法を導入するために必要な情報を収集します。 □　レクリエーションを主体とする作業療法を行います。

□　回数や種目など、作業療法プログラムの調整をします。

□　栄養管理指導を行います。

□　必要とされる看護の必要度を評価し、それに応じた看護を提供します。

病 棟
患者さん・ご家族用パス

医師

□　転倒やベッドからの転落の危険性を確認します。

□　病棟でのより良い療養環境の調整をします。

□　薬物療法（薬による治療）を開始します。

急性期
□　睡眠と安静・安全の確保に努めます。

□　必要な検査内容をお伝えし、精神症状評価を行います。

□　治療方針をお伝えし、入院診療計画書をお渡しします。

□　入院に関する説明をさせていただき、入院についての同意をいただきます。

□　作業療法を通して、現実感の回復に努めます。

□　作業療法を導入するための面接を行います。

□　あなた（本人）やご家族が有する入院中における様々な権利の保障に努めます。

□　あなた（本人）との信頼関係を作るため、また心理的な支援を行うために定期的な面接を行います。

□　ご家族への情報提供や連絡調整を行います。

□　作業療法の初期評価を行い、目標と計画を立案します。

□　副作用をチェックします。

□　薬剤管理指導を行います。

□　入院中における様々なご相談をお受けします。ＰＳＷ

評価期

□　必要に応じた他機関との連携を行います。

□　病気の診断をします。

□　必要に応じて行動の制限を行います。

□　入院の形態や病棟・病室などを決定します。

□　入院中における様々なリスクの説明をして、危険行為・問題行動などの防止に努めます。

薬剤師

□　様々なリスクを把握してその安全確保に努め、休息が取れるよう支援します。

□　治療への援助をしながら、きちんと薬が飲めるよう支援します。

□　精神状態や体の状況など、看護に必要な情報を収集します。

□　病棟の約束事やスケジュールなどをご案内します。

□　血圧や脈拍、身長や体重などを測定します。

□　アレルギーや副作用の有無をチェックします。

□　精神科以外の処方薬・市販薬・健康食品などの使用状況を確認します。

□　所持品の確認を行います。

□　合併症がないかなど、体の状態のチェックをします。

ＯＴＲ

□　過去及び現在までの通院や入院の状況、抱えている病気の有無などを確認します。

□　必要に応じて他機関との連絡や調整を行います。

□　入院に際して必要な諸手続きを行います。

□　経済状況（生活基盤）やご家族の状況を把握します。

□　看護計画を立案します。

□　これまでの生活状況や職歴、学歴などを確認します。

入院診療

計画書

栄養管理

計画書



□　退院に向けた調整を行い、退院処方や次回外来診察日を決定します。

□　退院後の治療方針をお伝えし、退院療養計画書をお渡しします。

□　家族面接を実施して、退院後の治療継続に関する説明をします。

看護師

栄養士

□　栄養管理計画を立案します。

□　退院後に活用できる制度や資源を紹介します。

□　作業療法を通して、基礎体力の向上に努めます。

□　作業療法を通して、社会適応への支援を行います。

□　退院後の目標を確認します。 □　外来作業療法への引き継ぎを行います。

ＯＴＲ □　作業療法の再評価を行います。

□　退院における不安の緩和に努めます。

ＰＳＷ □　入院中における様々なご相談をお受けします。 □　入院中における様々なご相談をお受けします。

□　退院に向けたご相談をお受けします。 □　退院に際して生じた問題への対処をします。

□　必要に応じて退院前訪問指導を行います。 □　退院後の生活をサポートするために、あなた（本人）やご家族と必要に応じた面接を行います

□　ご家族からの相談をお受けします。 □　精神科訪問看護の導入を検討します。

□　退院先の調整をします。

□　他機関との連絡調整を行います。

□　退院に向けた支援を始めます。

□　食事・栄養・飲水など、食生活全般に関わる話をします。

薬剤師
□　薬剤管理指導と副作用チェックを行います。 □　薬剤管理指導と副作用チェック及び服薬自己管理支援を行います。

□　薬の自己管理ができるよう支援します。 □　退院時服薬指導を行います。

□　あなた（本人）が安全に過ごせるようにお手伝いします。 □　退院に向けた療養環境の調整を行います。

□　外出・外泊に伴う問題に対応します。 □　退院時カンファレンスを開催し、退院後の治療目標や生活の見通し等を確認します。

□　精神科リハビリテーションへの参加を支援します。 □　退院に向けて、外来部門との調整を行います。

患者さん・ご家族用パス

医師

安定期 退院期
□　精神や身体機能の回復に努めます。

□　精神科リハビリテーションに向けたアプローチを開始します。

□　薬物療法・精神療法を行います。

□　家族面接をして、行動範囲を拡大（外出・外泊など）していきます。

□　定期的な回診があります。

□　必要に応じて心理検査を行います。

退院診療

計画書


